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研究要旨 

平成 30 年「患者体験調査」を用いて，標本設計を反映する区間推定を計算して主要な回答項目の地

域差について分析した。また，全体評価の決定要因について，標本設計やデータの特徴に対応するモ

デル分析を実施した。 

 
Ａ．研究目的 

本研究の目的は，平成 30 年「患者体験調査」デ

ータを用いて，(1)主要な項目の回答状況の地域差

と，(2)全体評価の決定要因を検討することである。 
 
Ｂ．研究方法 

(1)では，総合評価や経済的負担などの主要な項

目に，肯定的回答をした人の割合と信頼区間を推

定し地域間比較を行った。(2)では，全体評価を被

説明変数，他の主要な回答項目を説明変数として

マルチレベル分析を行った。また，全体評価の分

位点回帰分析を行った。 
（倫理面への配慮） 
本研究は該当しない。 
 
Ｃ．研究結果 

(1)信頼区間の比較からは，全体評価や経済的負

担に関連するいくつかの項目については，回答内

容に地域差が観察された。(2)では，地域間で全体

評価にばらつきが見られた。また，全体評価のパ

ーセント点の高低によって，モデルの当てはまり，

全体評価と関連する説明変数やその係数が異なる

傾向が観察された。 
 
Ｄ．考察 

(1)全体評価は北海道・東北など東日本で低く，

九州・沖縄など西日本でやや高い傾向だった。経

済的負担などの項目では，地域の経済状況を反映

する回答内容が得られており，これが地域差の要

因の一つであると考えられる。(2)では，治療前・

治療中・現在の状況が全体評価に関連するが，全

体評価の高い回答者と低い回答者では，アンケー

トへの回答傾向が異なると考えられる。 
 
Ｅ．結論 
地域差の分析からは，主要な回答項目のいくつ

かでは回答内容には地域差があることが示唆され

た。地域差の要因は十分には明らかにできていな

いため，今後，分析を行う。また，全体評価のモ

デル分析は，医療に対する患者の評価を高めたり，

医療の改善のために重要な示唆が含まれると考え

られる。さらに分析を深めていくことが今後の課

題である。 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 

なし 
 2.  学会発表 

なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

なし 
 1. 特許取得 

なし 
 2. 実用新案登録 

なし 
 3.その他 

なし 


	Ｉ．総括研究報告書
	次期がん対策推進基本計画に向けた新たな指標及び評価方法の開発のための研究
	研究代表者 東　尚弘　国立がん研究センター　がん対策情報センター　がん臨床情報部　部長


	Ⅱ．分担研究報告書
	患者体験調査の自由回答に寄せられた内容の分析
	研究分担者　若尾　文彦　国立がん研究センター　がん対策情報センター　センター長
	研究分担者　髙山 智子　国立がん研究センター　がん対策情報センター　がん情報提供部　部長
	研究協力者　堀拔 文香　国立がん研究センター　がん対策情報センター　がん情報提供部　特任研究員

	数理モデルによるがん対策進捗評価：マイクロシミュレーションモデルの活用
	研究分担者　伊藤　ゆり　大阪医科大学　研究支援センター　医療統計室　室長・准教授
	研究協力者　福井　敬祐　広島大学　先進理工系科学研究科　准教授
	研究協力者　加茂　憲一　札幌医科大学 医療人育成センター　准教授

	分担研究課題：小児がんの患者体験調査に関する検討
	研究分担者　小川　千登世　国立がん研究センター　中央病院　小児腫瘍科長

	がん教育事業の評価方法の検討
	研究分担者　助友　裕子　日本女子体育大学　教授

	「患者体験調査」の地域性と全体評価の決定要因に関する研究
	研究分担者　樋田  勉　獨協大学　経済学部　教授

	患者体験調査項目を用いたPRO尺度構成に関する研究
	研究分担者　脇田　貴文　関西大学 社会学部 教授

	患者診療体験調査における75歳以上の回答に関する分析
	研究分担者　渡邊ともね　国立がん研究センター　がん対策情報センター　がん臨床情報部　研究員

	神奈川県におけるがん対策の進捗評価と国との連携方法の検討
	研究分担者　片山　佳代子　神奈川県立がんセンター臨床研究所　主任研究員

	青森県内の二次医療圏におけるがん拠点病院の役割に関する研究
	研究分担者 松坂　方士　　弘前大学医学部附属病院　医療情報部　准教授
	沖縄県におけるがん対策の進捗評価と国との連携方法の検討
	研究分担者 増田　昌人　琉球大学病院　がんセンター　センター長


	III．研究成果の刊行に関する一覧表



